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概要 
 OPEC＋は 6 月 2 日開催の閣僚級会合で、全体での生産管理の 2025 年末までの延長と、8 か国による自主的追

加減産の 3か月延長を決めた。同時に、2025年の UAEの生産割当の増枠と、2024年 10月からの自主的追加減
産の緩和も決めた。すなわち、2024 年 9 月までは現行の生産水準を維持するが、2024 年 10 月から 2025 年 9 月
まで、生産量は毎月、日量 18万バレル増加。ただし、市況に応じて修正する。更に 2025年から UAEの生産枠が日
量 30万バレル拡大される。 

 原油相場はこの 4 月、需給が引き締まり、中東の地政学的リスクが高まった局面ですら、1 バレル 90 ドルをわずかに超
えるにとどまった。現在は需給の緩みがみられ、OPEC＋が向こう 3 か月間、現行の減産継続を決めたことには何ら驚き
はない。ただ、2025 年にかけて世界の石油需要の伸びが鈍ると予想されるにもかかわらず減産を緩めることは、高価格
追求・減産による価格押上げから、石油収入・市場シェア重視への変化を示唆する。生産枠超過の国が相次いだり、
UAE が再三求めてきた生産枠引き上げを認めたりしたことは、OPEC+内で増産を望む圧力が強まっていたことをうかが
わせる。 

 財政赤字を抱えるサウジアラビア（以下サウジ）は債券発行や政府保有株売却などによる資金調達を活発化してい
る。OPEC+のシェア低下に対しては、アフリカの新興産油国に OPEC+加盟を働きかけるなど、新たな取り組みを進め
ている。 

 
綱渡りの OPEC＋ 

OPEC と、協力宣言（DoC）を結ぶ非加盟産油国から成るOPEC＋は、6月 2日開催の閣僚級会合で、①DoCに
基づく生産管理を 2025 年 12 月まで延長する一方、②2025 年の UAE の生産割当を日量 30 万バレル増枠し、③ 
2025 年の生産計画策定のベースとすべく実施していた、独立系調査会社 3 社による各国の生産能力評価の期限を、当
初予定の 2024 年 6 月末から 2025 年 11 月末まで延長し、2026 年生産基準決定の参考値とすることを決めた。また、
④8 か国が 2024年 1月から自主的に行ってきた日量計 220万バレルの追加減産は、期限を 2024 年 6月末から 9月
末まで延長し、10 月から 1 年間をかけて段階的に縮小する。減産緩和については、市況に応じて停止・反転させることも
可能とする。具体的な数値は以下、表のとおり。 

 
足元で需給が緩み、原油価格が下落する中、今回の
会合は「8か国による自主減産の期限を、現行の 6月末
からどの程度延長するか」「2024 年末期限の OPEC＋
全体の生産管理について、現時点で 2025 年の方針が
示されるかどうか」が焦点だった。OPEC は、世界の石油
需要について、2024年が前年比日量 225万バレル増、
2025 年が同 185 万バレル増と予想（または主張）し
続けているが、米国政府（EIA）、国際エネルギー機関
（IEA）などは 2024 年の需要は日量 100 万バレル前
後の伸びにとどまり、米国・ブラジル・ガイアナ・ノルウェーな
ど、非 OPEC+産油国の生産増加とほぼ見合うと予測。
この予測が正しければ、OPEC+の増産余地は乏しく、
OPEC+が減産を緩めれば、需給バランスは供給過剰と
なり、油価が下落する可能性がある。 

原油：OPEC+、戦略修正か 高値追求からシェア維持へ 
調査レポート 
2024年 6月 5日 

経済部 シニアアナリスト 
鈴木 直美 

2024年世界石油需給予測の履歴

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

2023/1 2023/7 2024/1

非OPEC生産(前年比）：EIA予測
IEA
EIA
OPEC

（出所：IEA、EIA、OPECより住友商事グローバルリサーチ作成）

（百万バレル／日）

↑発表月

需要予測（前年比）



 

本資料は、信頼できると思われる情報ソースから入手した情報・データに基づき作成していますが、当社はその正確性、完全性、信頼性等を保証するも
のではありません。本資料は、執筆者の見解に基づき作成されたものであり、当社及び住友商事グループの統一的な見解を示す ものではありません。
本資料のご利用により、直接的あるいは間接的な不利益・損害が発生したとしても、当社及び住友商事グループは一切責任を負いません。本資料は、
著作物であり、著作権法に基づき保護されています。 

原油︓OPEC+、戦略修正か 高値追求からシェア維持へ 
 

(2 / 3) 

 
また、DoC に基づく協調減産体制は 2016 年から 8 年に及び、さまざまな歪みが生じている。2023 年には生産能力低

下を理由に生産枠削減を突き付けられたアンゴラが OPEC を脱退。2024 年に入りイラク・カザフスタンなどは合意に反して
割当量を超過した生産を行い、その分の埋め合わせを求められている。5 月半ば、イラク石油相が「これ以上の減産には同
意しない」と述べたと報じられたが、UAE は以前から、巨額を費やして増強した生産能力に対して生産割当が小さすぎ、減
産の負担感が過大だと不満を訴えている。協調減産を免除されているイラン・リビア・ベネズエラの生産は増加し、OPEC+の
減産の一部を相殺している。OPEC は 4 月の月報から、需給統計に従来の「OPEC」の区分に加えて「DoC」の区分を設
け、5月号では冒頭に DoC参加国のリストを掲載した上で、統計区分変更の趣旨を「DoC の枠組みにおける連帯と団結
を示し、誤解を排除する」ためと説明するなど、22 か国の結束をアピール。その一方で、6 月会合は当初 6 月 1 日にウイー
ンで対面開催予定だったところ、2 日にオンライン開催の予定に変更、さらに土壇場でリヤド開催に変更されるなど、水面下
で何らかの事前調整が行われている様子がうかがえた。 

 
結果的に、6月末期限の生産能力評価を待たずに 2025年の生産割当を決めたことは、2020年 4月に「2018 年 10

月の生産水準に一律の減産率をかけて国別の生産割当を決めた」時のようなやり方で公平性を担保するより、目下の各
国の不満に配慮した政治的な対処を優先したものと見受けられる。OPEC+をリードするサウジが、生産拡大を望む国に対
して減産緩和の方向性を示し、超過生産を行った国には合意遵守を改めて求めた上で、中核国の一つである UAE の主
張にも配慮することで、2025 年も協力体制の維持で合意を取り付けた形だ。これまでサウジは、減産による油価押し上げ
を追求してきたが、方針の修正が必要な時期を迎えていたのだろう。 

 
サウジのムハンマド皇太子は、2017年に経済多角化計画「Vision 2030」を策定し、未来都市 NEOM の建設をはじめ

とするメガプロジェクトに巨費を投じてきたが、2030 年までのちょうど中間地点の現時点で、資金不足などにより計画は難航
し、一部プロジェクトは規模縮小を余儀なくされている。サウジは巨額の支出を支えるため、高油価を志向してきたが、大規
模減産の長期化で石油収入が伸び悩み、2023 年通期・24 年第 1 四半期の GDP 成長率はマイナス成長。IMF の 4
月の発表によれば、2024 年の財政均衡油価は 1 バレル 96.2 ドルと、UAE の 56.7 ドル、クウェートの 83.5 ドル等と比べ
ても高い。サウジは 1 月に 120 億ドルの国債を発行、2024 年後半にイスラム債も発行予定。6 月 2 日には国営サウジア
ラムコの政府保有株を一部売却し、120 億ドル調達を目指すなど、資金調達に躍起だ。サウジ自身も石油収入を増やし
たいのが本音だろう。 

 
OPEC＋シェア低下と新興産油国の台頭 

OPEC+は、長引く減産、2019 年のカタールに続くアンゴラの脱退、米国・カナダ・ガイアナ等非加盟国の増産により、市
場シェアを失い続けている。このため、OPEC が加盟国拡大を模索する動きが散見される。2023 年 6 月には OPEC がガ
イアナに加盟を呼びかけたと報じられ（OPECは公式声明で、OPEC加盟ではなく、7月の OPEC国際セミナーに招待し
たものと表明）、11 月にはブラジルが減産義務のない協力憲章に参加する意向を表明した（正式加盟でなくオブザーバー
参加）。 

 
最近では、アフリカでも新興産油国が台頭している。内陸国ニジェールは、中国が建設したパイプライン開通を受け、

2024 年 5 月に中国向け原油輸出を開始。産油量は現在の日量 2 万バレルから 5 倍に増える見通し。セネガルでは
Woodsideの Sangomarプロジェクトが生産開始に近づいている。ナミビアは TotalEnergies と Shellによる大規模な石油
発見で注目を集めるフロンティア市場となっており、2029年生産開始・2035年には日量 38万バレル以上の生産が期待さ
れる。5 月にパリで開かれたアフリカ・エネルギー投資フォーラムでは、OPEC 事務局長が基調講演を行い、アフリカの新興産
油国に協力を呼び掛けたと報じられている。 
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以上 

2022 2023 1Q24 Apr-24 2023 2025 ～2024/9 Oct-24 Nov-24 Dec-24 … Aug-25 2025/9～

Oct-22 Nov-23 Jun-24

アルジェリア 1,013 973 907 909 1,007 1,007 1,007 908 912 917 921 … 955 959

コンゴ 261 261 246 271 310 277 277

赤道ギニア 84 56 54 49 121 70 70

ガボン 195 203 214 219 177 177 177

イラク 4,439 4,287 4,226 4,181 4,431 4,431 4,431 4,000 4,018 4,037 4,055 … 4,202 4,220

クウェート 2,704 2,595 2,431 2,436 2,676 2,676 2,676 2,413 2,424 2,436 2,447 … 2,537 2,548

ナイジェリア 1,210 1,314 1,421 1,354 1,742 1,500 1,500

サウジアラビア 10,531 9,609 9,003 9,029 10,478 10,478 10,478 8,978 9,061 9,145 9,228 … 9,895 9,978

UAE 3,066 2,950 2,928 2,930 3,019 3,219 3,519 2,912 2,926 2,939 2,953 … 3,328 3,375

OPEC9 23,503 22,248 21,430 21,378 25,416 23,835 24,135 21,235 21,365 21,498 21,628 … 22,941 23,104

イラン（※） 2,554 2,859 3,174 3,212

リビア（※） 981 1,162 1,119 1,179

ベネズエラ（※） 684 749 817 809

OPEC3 4,219 4,770 5,110 5,200

アゼルバイジャン 560 503 477 484 684 551 551

バーレーン 193 182 167 178 196 196 196

ブルネイ 193 182 167 178 97 83 83

カザフスタン 1,489 1,597 1,613 1,560 1,628 1,628 1,628 1,468 1,475 1,482 1,489 … 1,543 1,550

マレーシア 395 374 359 352 567 401 401

メキシコ（※） 1,667 1,645 1,613 1,635 1,753 1,753 1,753

オマーン 850 819 773 768 841 841 841 759 763 766 770 … 798 801

ロシア 9,771 9,581 9,415 9,292 10,478 9,828 9,949 8,978 9,017 9,057 9,096 … 9,410 9,449

スーダン 62 54 35 26 72 64 64

南スーダン 144 146 107 71 124 124 124

15,206 14,972 14,639 14,445 16,440 15,469 15,590 11,205 11,255 11,305 11,355 … 11,751 11,800

38,709 37,220 36,069 35,823 41,856 39,304 39,725 32,440 32,620 32,803 32,983 … 34,692 34,904

※赤字=生産枠超過 ※黄色枠＝現行生産枠
（出所：OPECより住友商事グローバルリサーチ作成）

減産免除

OPECプラス生産計画

（千バレル／日）

減産免除（イラン、リビア、ベネズエラ）

自主的追加減産なし

自主的追加減産なし

自主的追加減産なし

自主的追加減産なし

OPEC+18（※除く）

Jun-24

原油生産量

2024

国別生産割当（公式枠） 自主的追加減産とその縮小を考慮した生産計画

※二次情報源による推定値

Non-OPEC DoC

O
PE

C
N

on
-O

PE
C

自主的追加減産なし

自主的追加減産なし

自主的追加減産なし

自主的追加減産なし

自主的追加減産なし

自主的追加減産なし


